









 膀胱がんに対する BCG 療法の作用機序に関する動物モデルの研究により、抗癌作用には炎症性
サイトカインとして知られる Interleukin (IL)-17A の発現が必須であり、また非典型的な T 細胞である
TCR γδ型 T 細胞が IL-17A産生細胞として重要である。しかし、BCG抗癌療法における IL-17Aの誘
導機序、ならびに IL-17A により誘導される抗腫瘍効果の発現機序について詳細は不明であった。


























































種した後 14 日目および 28 日目に肺組織から
total RNA を精製した。バイオアナライザで品質
チェックした RNA を用い、Cyanine3 のラベル化
対象研究テーマ：細胞死の分子機構と死細胞による炎症誘導機構に関する研究 
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研 究 題 目：BCG の抗癌活性発現における炎症反応および免疫応答の分子基盤の確立 






デ ー タ 解 析 は Gene Spring GX (Agilent 
Technologies)を用いた。 
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